
１．はじめに 

ＪＲ西日本では、分岐器の保守量低減のため、

PCまくらぎ化を行っているが、PCまくらぎ化を
行っている分岐器は 60K では 101 系、351 系、
50Nでは 451系のみとなっている。そこで、今回
50N151 系分岐器の PC まくらぎ化を行うことに
より 50N451系に構造改良を行うこととしたので、
その内容について紹介する。 
２．JRW151 形式分岐器について 

（１）設計の考え方 
在来線 50N 敷設区間の 100km/h を超える線区
において使用可能で、経済的で保守しやすい分岐

器として 50N451形式分岐器が設計して順次投入
していったが、中下級線区での速度向上への低廉

な対応及び分岐器細密検査の効率化を主目的に、

分岐器部分交換により弾性ポイント化が必要と

なり 50N151形式分岐器として設計された。 
（２）概要 
 設計条件として次の事項について考慮した。 
 ①列車最高通過速度は 120km／hとする。 
②基本構造としては弾性ポイント、マンガンク

ロッシング及び基準線側のみ H 形ガードを
使用する。 
③スラックの付け方、まくらぎ配置は 50N101
形式に準じる。 
④50N101 形式分岐器を部分交換することによ
り弾性ポイント化する。 

３．ＰＣまくらぎ使用分岐器について 

（１）概要 
 JR 西日本では分岐器の保守周期延伸及びまく

らぎの耐久性向上を目的に、平成 12 年 2 月に PC 

まくらぎ使用分岐器を開発し試験敷設を行って

きた。その結果、PC まくらぎ化を行うことにより、

高低狂い進みが従来の約半分になることが確認

できたため、平成 14 年度より標準化を行い、そ

の後敷設拡大を行っている。 

（２）PCまくらぎ化可能な分岐器 
 現在 PC まくらぎ化が可能な分岐器は表-1 のと

おりである。 

表-1 PC まくらぎ分岐器 

レール 形式 番数 

50N 451 10#,12#,16# 

101 10#,12#,16# 
60K 

351 10#,12#,16# 

 

 

４．JRW151 形式分岐器の PC まくらぎ化 

（１）設計の考え方 

 これまで述べたように、弾性ポイント及び PC

まくらぎ化の推進を行ってきたが、その PC まく

らぎ化に合わせて分岐器形式の統一化（451(PC)

形式）を行い保守管理を容易にすることを目的と

して、PCまくらぎ使用151形式分岐器を設計した。 

（２）概要 

設計条件として考慮した事項は次のとおりで

ある。 

①スラックは、451 形式に準じる（表-2）。 

表-2 スラックの違い 

 151 形式 451 形式 

スラック 

10mm（10#） 

 5mm（12#） 

 0mm（16#） 

5mm（10#） 

0mm（12#） 

0mm（16#） 

 ②まくらぎ間隔は、451(PC)形式に準じる。 

③トングレールは 151形式のものと同様とする

（表-3）。 

表-3 トングレールの違い 

 番数 151 形式 451 形式 

10# 11452(8650) 9600(8300) 

12# 13748(9400) 10600(9300) 

トング

レール

長 16# 14330(11600) 12800(11500)

※（ ）はトングレール先端から固定端までの長さ

を示す。 

 ④ガードは 151 形式のものと同様とする（基準

線側:H 形、分岐線側:C 形） 

⑤PC まくらぎ化の範囲はトングレール後端ま

でとする（451(PC)形式よりトングレール長

さ分範囲が広くなる）。 

⑥PC まくらぎ化後、トングレール・基本レール

を交換することにより、451(PC)形式化する。 

５．施工方法（案） 

 ここでは、大きく線形変更（スラック調整）を

行う必要がある 10#分岐器の施工方法について検
討を行った。 
（１）第 1ステップ 
 第 1ステップとしてまず、151形式から 451形
式への線形変更を行う。 
 ①ガードレール先端部の調整 
  線形変更の際、ガード部については図-1のよ
うに主レールを移動させる必要があるが、その

際にガードレールも同時に移動させるとバック
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ゲージが小さくなるため、主レールのみを動か

す必要がある。そこで、間隔材を C型調整用に
変更し、線形変更に対応可能とする（図-2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ②線形変更 
  まず、移動の際は、犬釘を抜き床板及び分岐

タイプレートごと移動させる。図-3に線形変更
を行う際の移動量を示す。なお、ポイント先端

部でも 5mm の調整量があるが、拝み床板での
調整は困難であるため、モーター部の 2本のま
くらぎのみ、線形変更に合わせて PC まくらぎ
化を行う（図-4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）第 2ステップ 
 第 2 ステップでは、ポイント部の PC まくらぎ
化を行う。PC まくらぎ化を行う際、基本は
451(PC)形式に準じることとするが、151 形式と
451 形式ではトングレールが異なるため、弾性部
及び固定端の位置及び PC まくらぎ化範囲が異な

ってくる。そこで、一部まくらぎ間隔を変更する

こととする。また、151 形式のトングレール後端
部は絶縁構造となっているが、床板間の離隔が確

保できないため、ポイント先端部の拝み床板と同

様の構造とし、絶縁位置の変更を行わないことと

した（図-5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）第 3ステップ 
 第 3ステップでは、トングレール及び基本レー
ルを交換し、451(PC)形式にする。その際に、ト
ングレール形状が異なっているため、一部床板の

変更が必要となる（図-6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．おわりに 

 現在は、設計及び施工方法（案）を検討するま

でとなっており、今後実際に現地で施工していく

こととなる。その際には、より効率的に施工でき

る方法、改良すべき点について検討を重ね、より

良くしていく。なお、本検討に当たって分岐器研

究会にご参加いただいた方々に対し謝意を表す

る。 

図-1 ガード部の移動量 

図-2 C型調整用間隔材 

図-3 線形変更の際の移動量 

図-4 ポイント先端の PCまくらぎ 

図-5 トングレール後端部の床板形状 

図-6 床板の変更点 
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